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特 集 世界とトモダチみやざき国際フェスタ

世界とトモダチみやざき国際フェスタ
世界の国ブースにて

7つの国のブースで各国のじゃんけんやおしゃべり
を楽しみました。
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11th Annual
ART Festival

今年で11回目となるアートフェスティバル「外国人が見た宮崎」作品展。今回は
13か国26名による作品47点を展示しました。来場者の投票により決定した各部門の優秀
作品をご紹介します！

M I Y A Z A K I × A R T × P e o p l e  f r o m  d i f f e r e n t  c o u n t r i e s

毎年、特に
外国人の方に
大人気のよろ
いかぶとの試
着。試着され
た皆さんは、楽しそうに会場を歩いたり、
写真を撮ったりしていました！

宮崎在住の方々が、三味線、クラリネット・
ピアノ＆フルート、二胡、インドネシアの
音楽、サルサを披露してくださいました！

Congratulations!

特 集
世界とトモダチ
みやざき国際フェスタを
開催しました！

平成28年12月10日（土）
宮崎県企業局庁舎にて

多 文 化 共 生 に つ い て
考 え て い た だ く 入 口 と
して、日本社会で生きる
5 組 の ハ ー フ の ド キ ュ
メンタリー映画「ハーフ」
を上映しました！

今年もたくさんの方にご協力いただき、「世界とトモダチみやざき
国際フェスタ」を開催することができました。ボランティアの皆さま、
協力者の皆さま、そしてご来場いただいた皆さま、どうもありがとう
ございました！来年のフェスタもお楽しみに！

よろいかぶと試着

世界の音楽と踊り

映画
「ハーフ」上映

Film “HAFU”

JICA International Cooperation Booth

International Booth

Try-on 
the Samurai Armor!

Music! Dance!

JICA のブースは展示
をはじめ協力隊の相談会
や、クリスマスオーナメ
ント＆カード作りと盛り
だくさんの内容でした！

フィリピン、ギニア、ミャンマー、ネパール、
スペイン、インドネシア、オーストラリア出身の方々
による各国の紹介ブース。来場者の皆さんには、民
族衣装の試着や日本とは異なる各国のじゃんけんも
体験していただきました！

JICA国際協力ブース

世界の国ブース

写真部門

「国見ヶ丘」
チャド マリス さん
（アメリカ出身）

「波」
コリン バクスター さん
（オーストラリア出身）

「幸せ承」
アンドレ マックスウェル さん

（アイルランド出身）

「雪祭りの物語」
ルイス メストレス さん

（スペイン出身）

絵画部門 書道部門 手工芸・その他部門
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12月10日（土）に宮崎県企業局庁舎1階県電ホールにて第11回
在住外国人による日本語スピーチコンテストを開催しました

（主催：宮崎県国際交流協会、共催：宮崎県地域留学生推進協議会）。
県内に住む８名７か国の方が「私と日本」をテーマに様々な角度
から日本を語ってくださいました。出場者の皆さま、素晴らしい
スピーチをありがとうございました！

一般の部

学生の部

カリッサ ソーさん

「私と日本、
日本と私」

（シンガポール）

崔　潤虹さん
（サイ ジュンコウ）

「温かい人に
なろう」

（中国）

張　塗東方さん
（チョウ トトウホウ）

「私と日本」

（中国）

ジョディ
ドビンスキーさん

「第二の故郷」

（アメリカ）

グェン ティ
ホン ガさん

「ありがとう、
すみません」

（ベトナム）

チットピアンカー　
パタマポーンさん

「わたしのゆめ」

（タイ）

アディ リヤントさん

「無形文化遺産」

（インドネシア）

劉　兆昇さん
（リュウ チャオ シェン）

「日本からの決意」

（台湾）

司会者
ローマニタ

プテリ レジェキさん
（インドネシア）

昨年度学生の部
最優秀賞者

最優秀賞

最優秀賞

オーディ
エンス賞

皆さんこんにちは、中国蘇州大学からきました、張塗東方
と申します。私の名前は中国人にとっては珍しい４文字
ですが、よく日本人らしいと言われます。もしかすると、
日本との縁は生まれた時から決まっているのではないで
しょうか。

小学生の時、私の毎日の楽しみは夜６時から始まる日本
のアニメでした。ドラゴンボールやドラえもんなどは、小
さい頃の一番の思い出です。小学校４年生の時から見始め
たワンピースは今でもずっと見ています。ルフィたちの仲
間を信じ、自分の信念と夢を持ちながら前に進む生き方は
私の人生に大きな影響を与えました。小学生の私にとって、
日本はアニメのように夢と希望があふれる国でした。

中学校に入ると私の日本に対する見方は単純なものでは
なくなりました。周りの人々やマスコミからの影響が大き
くなったからです。日本のきれいな環境、礼儀正しい日本
人をほめながら、歴史の問題、自国の利益の衝突のため、
日本を批判することも増えてきました。

特に、高校２年生の時、尖閣諸島の問題を巡って、中国
の人々の日本への怒りは頂点に達し、一気に発散されまし
た。「日本は一体どのような国だろう、中国人は日本に対し
てどのように接すればいいのか」という疑問に私は戸惑い
ました。

その後、私は日本をさらに理解するために、大学で日本
語を学びました。そして今年９月に、日本にやって来まし
た。日本に着いて、学校の制服を着ている中学生を見たと
き、まるでアニメの世界にいるような気がしました。いま
ゼミの活動で、宮崎の高岡や都城などを訪問して、在来野
菜の研究をしています。日本人が在来野菜のような伝統的
なものを未来に伝えるための努力に深く感動しました。さ
らに、公立大学が行っている中国語市民講座で、市民の方々
と楽しく交流して、多くの人が中国語や中国文化に興味を
持っていることがうれしかったです。

これまで私の人生の中に日本は不可欠な存在です。私と
日本との物語はこれからも続いていきます。日本に滞在す
る間、そして卒業した後も、私は日中交流に微力でも貢献
したいと思います。知らないうちに、私の未来ももう日本
と繋がっていました。

在住外国人による
日本語スピーチコンテスト

「私と日本」	 張　塗東方（中国）
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多文化共生社会をめざして!
「外国人のための防災力アップセミナー」が開催されました！
宮崎市国際交流協会及び宮崎地域留学生交流推進協議会との共催で、在住外国人の
方々を対象とした防災セミナーが10月22日（土）宮崎大学旧国際連携センターにて開
催されました。当日はあいにくの天気でしたが、インドネシアや中国をはじめとする
11か国、計52名の方々にご参加いただきました。当日は当協会通訳ボランティア3名
の方にも参加者の引率や通訳業務を行っていただきました。会場にいた全員が防災知
識を共有し、防災への意識がさらに高まったのではないかと思われます。

消火器取扱体験ブース

多言語コールセンター

ハザードマップ

救命救急体験ブース 防災グッズ展示ブース

防災グッズプレゼント

体験ブース巡り

防　災　講　話

宮崎市南消防署の方の説明を受
け、「火事だー！火事だー！」と
周りに伝え、実際に水の入った消
火器を持ち、カラーコーンに向け
て放水しました。

宮崎市消防局指令課の方から 119番通報についての話がありました。5か国語（英語・中国語・韓国語・
ポルトガル語・スペイン語）で対応可能な「多言語コールセンター」の説明も受けました。

宮崎市危機管理課の方から宮崎市で起こりうる災害についての話を聴
きました。実際に流れる避難放送を聞き、避難場所がどこであったか確
認をしたり、配布されたハザードマップを広げ、津波情報や避難場所を
確認したり、実践的な内容の講話でした。

セミナー終了後、宮崎市危機管理課の方からペットボトルの水と缶入りソフトパンが
配布されました。

人工呼吸の手順や AED の使用
方法について学びました。命に関
わる行為という事もあり、真剣に
説明に耳を傾け、取り組んでいる
姿が見られました。

宮崎市危機管理課の方から液状
化や南海トラフ地震について、映
像やパネルでの話がありました。
簡易トイレや備蓄品等展示された
防災グッズに興味津々でした。
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宮崎県国際プラザ
（カリーノ宮崎9階）

開館：火曜日～土曜日
　　　10:00 ～ 19:00
休館：日曜日、月曜日、祝祭日
　　　12/29 ～ 1/3

図書コーナー

JICA コーナー その他国際プラザでできること

掲示板

外国語書籍、留学・ワーキングホリデー、国際理解、
多文化共生、外国語学習、日本語学習など、いろいろ
な書籍があります。1 人 2 冊まで、2 週間借りること
ができます。

英字新聞を読むこともできます。

国際協力に関する資料があります。

ワールドボックスの貸出
各国・地域の民族衣装や民芸品などを集めてそれぞれ

ボックスに収めました。
国際理解教育等にご活用ください。

国旗の貸出
世界約 90 か国の国旗、卓上旗の貸し出しをおこなっ

ています。

使用済み切手・ハガキの収集
民間の国際協力団体(NGO)に送られ、役立てられます。

（左）協会主催の講座のお知らせや各種団体のチラシも
置いています。

（右）語学学習やイベント等の情報を掲示することがで
きます。

宮崎県国際プラザは2016年 8月よりカリーノ宮崎9階に移転しました。
国際プラザは交流の場、情報収集の場としてどなたでも気軽に利用できるスペースです。

国際プラザの業務はカウンターボランティアの皆さんに支えられています。

利用者の方に話を聞きました。

会員や国際交流をしている人しか利用できない
と思っていましたが誰でも気軽に入れます。

インターネットでも見つからない生の情報が得
られるので来るたびに刺激を受けています。

街中のわりには静かで落ち着きます。
「国際交流に関わってないけど…」という方も

一度立ち寄ってみてください。
（宮武 陽子さん : 写真左）

週 1 回プラザで日本語ボランティアとして活動してい
ます。無料で会話の練習ができる場所は他になかなかな
いので助かります。海外の情報が得られるのはありがた
いですね。

（山口 美香さん）
山口さんと日本語の勉強をしています。本を借りること

もあります。ここはいい場所だと思います。
（スコット トンプソンさん）

ボランティアをするようになって宮崎に多くの
在住外国人がいることを知りました。

ここで得た情報を一緒に韓国語を勉強している
友人に教えたり、サークルのイベントの際は衣装
を借りたりもします。

外国語の図書があるのはありがたいです。
もっとたくさんの方に利用してほしいです！

（坂本 美津子さん : 写真右）

宮崎県国際プラザへようこそ！
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1. 現地で調査したい 3. 自社の将来を担う人材育成をしたい

2. 現地で実証、販路開拓、事業実施をしたい

4. 途上国の情報収集や相談をしたい

草の根技術協力事業

より詳しい情報や他の民間連携事業については、下記 HP をご確認ください。
【JICA中小企業海外展開支援事業ページ】 https://www.jica.go.jp/sme_support/index/html
または、JICA九州市民参加協力課（電話：093-671-8204）までお問い合わせください。

エンベマエンベ
embe maembe Vol.6

エンベ マエンベは、J
ジャ イ カ
ICAや国際協力について様々なことを

紹介していくコーナーです。
（エンベ：単数形、マエンベ：複数形は、スワヒリ語で “ マンゴー ” の意味）

〜JICA支援事業のご案内〜
JICA は長年の政府開発援助（ODA）の実施で得た強み（途上国政府とのネットワークや信頼関係、途上国事業のノウハウ）を

最大限に活かし、企業の方々の海外展開を支援します。将来海外へビジネス展開を検討されている企業の方々や、そのような企業
をご存じの方は、是非お気軽にご相談ください。

NGOや自治体向けの支援事業もあります。

中小企業が持つ優れた技術と製品、事業アイデア
を途上国の社会経済開発に活かすため、事業展開
による開発課題解決の可能性、ODA 事業との連
携の可能性、事業ニーズや投資環境等の基礎情報
収集や、事業計画の立案等を支援します。

途上国の開発ニーズと中小企業の優れた製品・技
術等とのマッチングの可能性を探り、製品・技術
を ODA 事業に活用するための情報収集・事業計
画立案等を支援します。

※政府機関だけでなく、国立大学・国立病院・地方自治体も対象となります。

※ 1 年以上の長期派遣の場合。1 年未満の短期派遣の場合は、2 ～ 7 日の派遣前研修。

企業の社員を青年海外協力隊やシニア海外ボラン
ティアとして途上国に派遣し、自社の海外展開に
活用する制度です。グローバル社会で活躍できる
人材育成とともに現地ネットワークの構築を支援
します。

対 象 者 中小企業等
調 査 経 費 1件あたり850万円を上限
調 査 期 間 数ヶ月〜1年程度
負 担 経 費 ・旅費・外部人材活用費・管理費

対 象 分 野 途上国の社会・経済開発に効果のある分野
（運輸交通、エネルギー、保健医療、環境、農業、防災、情報通信、教育、福祉 等）

対 象 国 原則としてJICA在外事務所等の所在国

対 象 者 中小企業等
調 査 経 費 1件あたり3,000万円（機材の輸送が必要な場合は、5,000万円）を上限
調 査 期 間 数ヶ月〜1年程度

負 担 経 費 ・旅費・機材輸送費・製品紹介や試用等に要する経費等・本邦受入活動費
・外部人材活用費・管理費

対 象 分 野 途上国の社会・経済開発に効果のある分野
（運輸交通、エネルギー、保健医療、環境、農業、防災、情報通信、教育、福祉 等）

相手側実施機関 途上国政府関係機関※

対 象 国 原則としてJICA在外事務所等の所在国

対 象 者 全世界の途上国 約80カ国

対 象 分 野 マーケティング・システムエンジニア・観光開発・環境・工業・医療・教育分野　など
120種類以上

対 象 者 青年海外協力隊(20歳～39歳）／シニア海外ボランティア（40歳～69歳）

派 遣 期 間 原則1～2年（3～11ヶ月の短期派遣については応相談）
（派遣前訓練を実施。訓練期間は派遣期間に応じて異なる。）

選 考 JICAが書類選考、面接、語学力審査を実施

派遣前訓練※
70日間の合宿形式（JICA訓練施設）（シニア海外ボランティアについては35日間）
現地語学を中心に異文化理解、活動手法、安全管理、健康管理の知識を習得
英・仏・西語、タイ語、ベトナム語、クメール語、インドネシア語など22カ国語

人件費補填制度
（中小企業対象）

訓練・研修期間（1年以上の長期派遣の場合）
及び派遣期間、給与・賞与の80％を補填（中小企業対象）

各国で暮らした経験のある宮崎人が旅行では知ることのできないリアルな体験記をつづります。毎月続々更新中！
バックナンバーも是非ご覧ください。

 JICA の事業について質問などございましたら、（公財）宮崎県国際交流協会内 JICA デスク宮崎までご連絡ください。
TEL.0985-32-8457　E-mail：jicadpd-desk-miyazakiken@jica.go.jp

http://www.miten.jp/miten/modules/popnupblog/WEB

「ある国に宮崎人がおったげな…」

ODAを活用した中小企業海外展開

基礎調査

案件化調査

民間連携ボランティア

途上国のボランティアで社員に
海外経験をさせたい。
今後のビジネスのため、現地との
ネットワークをつくりたい。

進出対象国がすでに決まっている。
ODA（政府開発援助）にも
役立つ可能性がある。
進出対象国の情報収集が
進んでいる。

✔
✔

✔

✔

✔

進出対象国がすでに決まっている。
海外展開に向けた予備的な
情報収集が進んでいる。

✔
✔

途上国の社会経済の課題解決に貢献できる中小企
業の製品・技術を、当該国での現地適合性を検証
するための実証活動を通じ、その普及方法を検討
する事業を応援します。

※政府機関だけでなく、国立大学・国立病院・地方自治体も対象となります。

対 象 者 中小企業等
事 業 経 費 1件あたり1億円（大規模／高度な製品等を実証する場合は、1.5億円）を上限
実 施 期 間 1～3年
負 担 経 費 ・旅費・機材購入、輸送費・実証活動費・外部人材活用費・本邦受入活動費・管理費

対 象 分 野 途上国の社会・経済開発に効果のある分野
（運輸交通、エネルギー、保健医療、環境、農業、防災、情報通信、教育、福祉 等）

相手側実施機関 途上国政府関係機関※

対 象 国 原則としてJICA在外事務所等の所在国

普及・実施事業
進出対象国がすでに決まっている。
途上国の開発に資する製品・技術・
システム等を有している。
進出対象国のパートナー政府機関
との情報収集が進んでいる。

✔
✔

✔

PARTENER とは、グローバル人材を求める組織
や団体と、国際協力で活躍を目指す方をつなぐ、
JICA が運営する「国際協力キャリア総合情報サ
イト」です。海外経験や高い専門性を有した人材
が多数登録されているため、海外展開活動に必要
な人材を見つけることが可能です。

NPO や大学、自治体等がこれまでに培って
きた経験や技術を活かして企画した途上国へ
の協力活動をJICAが支援し、共同で実施する
事業です。

※ご利用には「団体登録」が必要です。登録無料。※登録申請後は簡単な審査を経て登録完了となります。
※団体登録の方法は右下の URL より受け付けております。

PARTNER　国際協力キャリア総合情報サイト

人材情報

●PARTNERの仕組み

企業

登録

PARTNER

海外経験や専門知識を備えた
人材を採用したい。
自社の海外進出へ向けて進出国に
詳しい人材を探したい。

✔

✔

登録・利用料

無料

求める人材情報の閲覧

登録者へのスカウト

求人情報・広報情報の掲載

登録はこちらから

トップページ

PARTNER　団体登録 http://partner.jica.go.jp/OrganizationTop

PARTNER http://partner.jica.go.jp/

具体的には…
●地域住民の生活に
　直接役立つ事業が対象
●人を介した「技術協力」
● NGOや大学、自治体等による事業提案
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宮崎市（9月～11月全3回）
と日南市（10 月）で実施し、
多くの方にご参加いただきま
した。

受講者からは「年齢に
あった指導の必要性がわ
かった」などの感想が聞
かれました。

「トランシルヴァニアの農村の暮らしと手仕事
～伝統刺繍イーラーショシュ体験～」

平成 28 年 7 月 2 日に宮崎出身で
ルーマニア在住の谷崎聖子さんを講
師に迎え、第 1 回国際理解講座を開
催しました。ハンガリー少数民族が
住むトランシルヴァニア地方の手仕
事が根付く農村の暮らしと、美しい
伝統刺繍イーラーショシュを学びま
した。

宮崎県国際交流協会ニュース
●次の講座・イベントを開催しました●

第 1 回国際理解講座 ルーマニア編

医療従事者のための多文化講座

上記以外の開催講座

外国人住民支援講座

日本伝統文化体験
宮崎県内の医療従事者や看護を学ぶ学生の方々等を対象

に、「医療従事者のための多文化講座」を開催しました。講
師の体験を交えつつ、各国の医療制度の違いや、やさしい日
本語での対応について話がありました。受講者からは「文化
の違いの事例が聞けてよかった」などの声が聞かれました。

日本語れんしゅう会　通年開催
 
日本語講座【宮崎市・後期】
　平成28年9月8日～12月20日　全21回
 
日本語学習支援者スキルアップ講座
　【入門編】平成28年8月20日～9月24日　全5回
　【実践編】平成29年1月21日～2月25日　全5回

外国人住民との意見交換会
　【第1回】平成28年12月20日
　【第2回】平成29年  2月28日

ボランティア養成講座
　【英　語】平成28年9月30日～10月28日　全5回
　【中国語】平成29年1月10日～  2月14日　全5回
　【韓国語】平成29年1月12日～  2月16日　全4回

国際理解講座
　【第2回】
　　台湾編「台湾風あったか肉まん作り体験」
　　平成29年1月21日
　【第3回】
　　イタリア編「北イタリアの家庭料理」
　　平成29年2月25日
　【第4回】 
　　マーシャル諸島共和国編
　　「タトゥーから見る多文化＆マーシャル風おもてなし」
　　平成29年3月  4日

平成28年8月10日に大阪教育大学教育学部の臼井智美
准教授をお招きし、「外国にルーツを持つ児童生徒への支援
～教育編～」と題して学校教育や日本語指導等に携わる
方々を対象に講演をしていただきました。

平成 28 年 11 月 5 日に在住外国人を対象にしたちぎり絵
講座を開催しました。和紙に目打ちをしていく細かい作業が
日本の伝統文化らしいと意見がありました。今年の干支であ
る酉の作品が完成しました。

ご参加・ご協力いただいた皆さん、
ありがとうございました！
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大興奮の中、タンザニアの大地に初め
て降り立った日から今年で 12 年。最初
は旅行で、次は青年海外協力隊として、
その後は里帰りとして、人生の節目節目
にタンザニアのパワーが私の心と身体を
優しく包みこんでくれています。

そんなタンザニアで私を魅了し続けて
いるものの一つに「カンガ」と呼ばれる
色鮮やかな一枚布があります。形は長方
形（約 160㎝× 110㎝）で素材はコッ
トン 100%、布の周りに縁取り模様が描
かれ、その中にさまざまな模様が描かれ
ています。19 世紀中ごろ、タンザニア

やケニアの港町に住む女性たちがハンカ
チ用の布を縫い合わせて大きな布として
利用し始めたのが始まりと言われていま
す。また、スワヒリ語でホロホロ鳥とい
う意味の「カンガ」は、その昔、一枚布
をまとった人々の姿がホロホロ鳥に似て
いたことに由来しているそうです。

タンザニアの女性たちは、実に見事
にカンガを操ります。腰や頭に巻いた
り、赤ちゃんのおくるみやだっこ紐にし
たり、洋服やドレスを仕立てたり、お部
屋のインテリアとして使用したり。その
使い方は『KANGA 101 USES』とい
う本が出版されるほど。たくさんの使い
方があります。冠婚葬祭でもカンガが贈
られ、まさに “ 揺りかごから墓場まで ”、
カンガはタンザニアの女性の一生を鮮や
かに飾ります。

カンガの特徴は、その使い勝手の良さ
の他に、カンガの中央部分にプリントさ
れているメッセージです。「カンガセイ
イング」と言われるこの部分には、こ
とわざや人生の教訓、流行語や愛のメッ
セージなどがスワヒリ語で記されていま
す。私はメッセージと言うよりもデザイ
ンでカンガを選ぶことが多いですが、タ
ンザニアの女性たちは、その時々にぴっ
たりのカンガセイイングを選んだり身に
付けたり贈ったりすることで、さりげな
く自己主張をしています。

何百種類もあるカンガとの出逢いは巡
りあい。人との出逢いに似ています。こ
の 3 年間、多くの方に出逢い、たくさ
ん支えて頂きました。本当にありがとう
ございました。カンガが気になる方は、
お気軽にお声かけくださいね！

外国人のための日本語講座・初級（宮崎市） ※要申込み

JICAからのお知らせ

日本語れんしゅう会　参加者募集

県内在住の外国人の方を対象に日本語の初級講座を開催します。
是非ご参加ください。

【日　　時】 春期（4月～7月）・秋期（9月～12月）　各25回（予定）
　　　　　  詳細は決まり次第お知らせします。

【対　　象】 初めて日本語を学ぶ方
　　　　　  ひらがな・カタカナから学びたい方

【申込方法】 所定の申込用紙に記入し、郵送または Fax にてお申
込みください。

【申込み・問合せ】（公財）宮崎県国際交流協会

1. JICAボランティア2017春募集
［応募資格］
青年海外協力隊：満20歳から満39歳までの日本国籍を持つ方
シニア海外ボランティア：満40歳から満69歳までの日本国籍を持つ方

［募集期間］
2017 年 3 月 31 日（金）～ 2017 年 5 月 10 日（水）　【必着】
※募集中の職種等詳しい情報は下記のホームページ、または
JICA デスク宮崎までお問合せください。

2. 春募集説明会・体験談
春募集に合わせて、説明会及び JICA ボランティア OB・OG
と語る会をします。JICA ボランティアに興味がある方、OB・
OG の体験談を聞いてみたい方はお気軽にお越しください。　
　①日 時：4 月 2 日（日）14：30 ～ 16：30　　
　　場 所：宮崎市民プラザ　4 階　ギャラリー 2
　②日 時：4 月 19 日（水）19：00 ～ 20：30　　
　　場 所：宮崎市民プラザ　4 階　ギャラリー 1

《問合せ》 JICAデスク宮崎　（公財）宮崎県国際交流協会内　 Tel: 0985-32-8457
　　　　 E-mail: jicadpd-desk-miyazakiken@jica.go.jp
　　　　 HP　　⃝ http://www.jica.go.jp/ 　⃝ http://www.jica.go.jp/kyushu/ 

学習者の方が勉強したい内容を決めて、日本語ボランティアと一
緒に勉強します。一年を通して開催しており、いつでも参加可能
です。

【対　　象】 宮崎県に住む外国人の方
【日　　時】 毎週水曜日、金曜日　10:30 ～ 11:30
【場　　所】 カリーノ宮崎 9F 会議室
【問 合 せ】（公財）宮崎県国際交流協会

公益財団法人 宮崎県国際交流協会企画･編集
〒880-0805 宮崎市橘通東4-8-1 カリーノ宮崎9階　TEL.0985-32-8457 FAX.0985-32-8512

外国人との交流会など、国際交流に関する催しを計画している団体やサークルの情報をお待ちしています。
また、国際交流に関する話題や体験談、意見なども協会にお寄せください。本誌に対する要望もお待ちしております。

情報・意見などをお寄せください。
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宮崎県国際プラザ

● 山形屋
　 Yamakataya

● 中央郵便局

宮崎駅→ボンベルタ ●
Bon Belta　 

宮崎市役所 ●
City Hall　 

宮崎県庁 ●

●

Prefectural Office

Central Post Office

Miyazaki Station

Miyazaki International Plaza
（カリーノ宮崎9階　Carino Miyazaki 9F）

開館時間：火〜土／10:00〜19:00
休館日：日・月・祝日・12月29日〜1月3日

South Wind

ちょっとひといき
カンガ　kanga

 国際協力推進員 北園 さつ紀

参加費
無料


